
道路掘削許可申請書の書き方 

 

１ 一般的事項 

(1) 掘削許可申請については、占用物件である埋設物本支管等から各戸への取出し等道

路横断で行なわれる、軽易な掘削工事についてのみ対象となるものです。（占用料徴収

に関する条例第 6 条第 4 項に該当し、占用料が減免となるもの） 

(2) 申請書１部と同時に許可書 1 部を提出して下さい。 

また、掘削申請の際には、道路工事届（消防署提出用 1 部）及び道路使用許可申請

書（警察署提出用 2 部）を同時に提出して下さい。 

(3) 申請書の提出があってから許可まで 1 週間ほどかかりますので、あらかじめご承知

おき下さい。 

 

２ 記入の仕方（別紙申請書の番号と対応しています） 

(1) 申請年月日を記入して下さい。 

(2) 申請者住所氏名の他担当部署、担当者名も記入して下さい。（本管占用者と同一と

し、個人、施工業者では申請できません） 

(3) 占用等の目的を記入して下さい。 

（例） 

・ 上水道給水管引き込みのため 

・ ガス引き込み管設置のため 

・ アース接地工事のため 

(4) 工事場所を記入して下さい。 

「路線名」については、市道名を記入して下さい。（市道でない赤線等は認定外道路

と記入） 

また、車道、歩道、その他の該当する箇所へ○をして下さい。 

場所は道路以外の地先地番を記入して下さい。 

(5) 工事期間について記入 

工事施工予定日を特定し記入して下さい。 

なお、施工日が定まらない場合は、最大限 14 日の期間を設定の上、その内の 1 日で

工事を行なう事として下さい。 

(6) 道路状況について記入 

該当するものを○で囲んで下さい。 

(7) 同時施工の有無について記入 

同時に工事を行うものの種別、工事内容について記入して下さい。 

(8) 舗装仮復旧の有無、舗装本復旧の施工予定及び復旧面積を記入して下さい。 

通常は 4 ヶ月以上 6 ヶ月以内の自然転圧期間を経過後、本復旧をすることになって

いますので、工事箇所の地域事情、地質状況及び季節等を考慮の上、予定月を記入し

て下さい。 

また、仮復旧や本復旧が必要ない場合はその理由を明記して下さい。 



(9) 道路通行制限などについて 

通行規制の方法、作業時間帯について記入して下さい。 

(10) 工事施工者について記入して下さい。 

工事を請け負う施工者、及び現場責任者、連絡先について記入して下さい。 

(11) 他に特記事項がある場合には、この欄に記入して下さい。 

(12) 位置図には工事に関係する土地だけではなく、掘削箇所も明示して下さい。 

写真には占用物の位置及び掘削予定箇所の範囲を記入して下さい。 

写真は道路に対して縦断および横断方向の 2 枚を添付して下さい。 

 

  



 

 


